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１ 活動スキーム①

「未来を創る人材への投資」分科会

・ 学校教育によりＳＤＧｓに興味を持つ若者は多いが、活動資源や活動の場確保に制約
・ ＳＤＧｓの活動に取り組みたい企業は人員面の不足や取組方法がわからないといった課題

埼玉県ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームを活用し、ＳＤＧｓに取り組む若者（高校生）の活動に
賛同する企業・団体が活動資源や、活動場所を提供。県はマッチング及び広報による支援を行う。

ワンチーム埼玉でＳＤＧｓのアクションを推進

埼玉県

企業・団体等

埼玉県SDGs

官民連携
プラットフォーム

支援

（選定基準）
・県が後援しているＳＤＧｓＱＵＥＳＴみらい甲子園
埼玉県大会において優秀な成績を収め、継続して
活動している高校生
（支援によるメリット）
・活動資源や活動の場の提供によりアクション実現
・成果を発表することによる同年代への周知
・活動内容によって県担当部局との連携を検討

高校生
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１ 活動スキーム②

「未来を創る人材への投資」分科会

令和７年度支援対象

浦和第一女子高等学校
「B.Z.Z」チーム

2024年度SDGs QUEST みらい甲子園
埼玉県大会 アクションアイデア優秀賞
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２ 活動背景・解決したい課題

「未来を創る人材への投資」分科会

〇活動背景

• 大量の食品ロスが家庭から発生している一方で飢餓に苦しむ
人がいる

〇解決したい課題：【食品ロス】【飢餓】
• 食品を“足りているところから足りていないところへ”循環
→ フードバンクに注目

• 家庭系食品ロスのうち「直接廃棄」を減らす
→ 国民の食品ロスへの関心を高める
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３ メンバーからの意見・アイデア

「未来を創る人材への投資」分科会

【フードバンクに注目した食品ロス削減】

◇フードバンクに興味を持ってもらうために
• 小冊子 ・SNSによる情報発信

◇フードバンクに寄付してもらうために
• フードドライブの実施 ・アプリ作成（企画書）

高校生が情報発信するからこそ
同世代の人々に影響を与えることができる
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４ 分科会で検討した事業・取組①

「未来を創る人材への投資」分科会

〇浦和第一女子高等学校でのフードドライブ（10月28日、29日）

• 自分たちでチラシとポスターを作成し、全校生徒と先生に
フードドライブへの参加を呼びかけた。

• 油、お餅、お菓子、レトルトカレーや缶詰など、
計23.8kgの食品が集まった。

• 生徒たちに、集めた食品がフードバンク埼玉に

送られ、誰かの元へ届く流れを説明するとともに

家庭でのフードロスを減らす行動の説明を行った。
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４ 分科会で検討した事業・取組②

「未来を創る人材への投資」分科会

〇浦和商業高等学校との
フードドライブ共同開催（11月12日）

• 浦和商業の有志生徒とともに実施した。
自分たちで作成した小冊子やポスター
を使って、食品の寄付に来てくれた方
に説明を行った。

• 約75kgの食品が集まった。

三角柱の付箋展示
の画像があればほ
しいです
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４ 分科会で検討した事業・取組③

「未来を創る人材への投資」分科会

〇フードロスやフードドライブについての小冊子作成

• 要点を簡潔にまとめ、図やイラストを活用することで、
見やすく手に取ってもらいやすいデザインにした。

• 今後の改善点は、

・ページごとのデザインに統一感を持たせる

・インタビューを行って内容を充実させるなど
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作成した冊子の表紙



４ 分科会で検討した事業・取組④

「未来を創る人材への投資」分科会

〇アプリ・SNSによる発信

三角柱の付箋展示
の画像があればほ
しいです
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活動①：フードドライブの告知、報告

様子が伝わるように活動全体が写っている
写真を投稿するようにした。

活動②:アプリの企画書の作成

アプリの具体的な機能についてまとめた。



４ 分科会で検討した事業・取組⑤

「未来を創る人材への投資」分科会

〇埼玉ＳＤＧｓフェア２０２６
ワークショップ出展

三角柱の付箋展示
の画像があればほ
しいです
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食品が生産・加工される過程や食卓に
届くまで、フードロスとなってしまう
原因などが分かりやすく学べるすごろくを
来場者が体験

合計参加者数：222人



５ 活動を通じて

「未来を創る人材への投資」分科会

●学生「フードバンクに興味はあるが、食品を持っていない」
→ フードバンクという選択肢を知ってもらう
→ 食べ物を大切にしようという意識

●フードバンクは「思いやりの活動」

思いやりの伝染／一人ひとりの意識が問題の本質的解決



６ 支援企業から高校生に向けたメッセージ

「未来を創る人材への投資」分科会

寄附・活動支援企業

・イオンモール浦和美園 (活動場所提供)

・川口信用金庫 (食料寄附）

・（株）ユタカ技研 嵐山製作所 (食料寄附）

・（株）イシクラ (食料寄附）

・NPO法人フードバンク埼玉 (指導助言）
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「未来を創る人材への投資」分科会

川口信用金庫：食料寄附
（HP https://www.shinkin.co.jp/ksb/）

金融機関として、地域の未来を担う皆さんの
ＳＤＧｓへの挑戦を心より応援します。

社会課題の解決に向けて主体的に行動する姿勢は、
地域の持続可能な発展にとって大きな力です。

皆さんの活動がさらに広がるよう、私たちもできる
かたちで支援してまいります。

皆さんの今後のご活躍を期待しています。
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６ 支援企業から高校生に向けたメッセージ①



「未来を創る人材への投資」分科会

株式会社ユタカ技研嵐山製作所：食料寄附
（会社HP https://www.yutakagiken.co.jp）

高校生の皆さんのアイデアや行動に共感し
今回のフードドライブ活動に協力させていただきました

皆さんの行動は地域に希望を届ける大切な力です

私たちは地域の未来を担う高校生の活動を今後も
応援していきます

持続可能な社会の実現に向けともに挑戦していきましょう

所長 大橋正直
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６ 支援企業から高校生に向けたメッセージ②



「未来を創る人材への投資」分科会

株式会社イシクラ：食料寄附
（会社HP https://www.ishikura.co.jp/）

今回初めて会社としてフードドライブに参加し、
高校生の皆さんの想いに深く感動しました。

素晴らしい取組を心から応援しています！
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６ 支援企業から高校生に向けたメッセージ③
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